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八
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四
一

閉
会
の
辞
を
述
べ
る
鈴
木
一
三
副
会
長

三
本
締
め
の
様
子

鏡
開
き

界
、
そ
れ
か
ら
我
々
協
会
が
一
丸

と
な
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。
皆
様
と
力
を
合
わ
せ

て
、
会
員
各
社
の
明
る
い
展
望
が

開
け
る
よ
う
な
協
会
活
動
を
推
し

進
め
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
全
国
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
一
戸
隆
男
直

前
会
長
と
、
都
議
会
自
民
党
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
振
興
政
策
研
究

会
（
Ｂ
Ｍ
政
策
研
究
会
）
の
宇
田

川
聡
史
会
長
が
挨
拶
。 

　

一
戸
直
前
会
長
は
、
業
界
が
抱

え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、「
各
地
域
の
地
元
協
会
、
特

に
全
国
最
大
の
会
員
数
を
抱
え
る

東
京
協
会
と
の
一
層
の
連
帯
が
必

要
不
可
欠
」
と
強
調
。「
文
字
通

り
一
致
団
結
し
て
明
る
い
未
来
を

招
い
て
い
き
た
い
と
願
う
ば
か
り

で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
切
な
る
願
い

を
語
っ
た
。
最
後
に
、
全
国
協
会

の
事
業
と
し
て
、
７
月
に
広
島
で

ア
ジ
ア
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
会

を
開
催
、
10
月
に
は
ト
ル
コ
・
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
第
３
回
世
界
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
会
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
。

　

宇
田
川
会
長
は
、
都
議
会
自
民

党
で
は
「
東
京
を
世
界
で
一
番
の

都
市
に
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
掲
げ
て
お
り
、「
そ
の
た
め

に
は
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
我
々

と
と
も
に
東
京
を
一
番
の
都
市
に

す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
業
界

を
挙
げ
て
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
訴
え
、「
今
年
１
年
、
皆

様
に
と
り
ま
し
て
穏
や
か
で
素
晴

ら
し
い
１
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
協
会
、
そ
し
て
会
員
の
皆
さ

ま
方
の
更
な
る
発
展
を
心
よ
り
重

ね
て
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　

鏡
開
き
に
は
、
東
京
協
会
の

佐
々
木
会
長
、
全
国
協
会
の
一
戸

直
前
会
長
、
東
京
ビ
ル
政
連
の
梶

山
龍
誠
理
事
長
（
東
京
協
会
副
会

長
）、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員

連
盟
の
平
将
明
衆
議
院
議
員
と
高

木
啓
衆
議
院
議
員
、
Ｂ
Ｍ
政
策
研

究
会
の
宇
田
川
会
長
が
登
壇
。
司

会
者
の
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
、

よ
い
し
ょ
！
」
と
い
う
掛
け
声
に

合
わ
せ
て
小
槌
で
祝
い
樽
を
開
い

た
。

　

会
場
に
は
升
酒
が
配
ら
れ
、
梶

山
理
事
長
の
「
今
年
は
丙
ひ
の
え
う
ま
午
。
両

方
と
も
火
の
属
性
が
あ
る
よ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
。
人
手
不
足
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
変
化
、
そ
し
て
改

革
、
繁
栄
の
年
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
満
ち
た
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
、
乾
杯
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
と
の
挨
拶
・
発
声
に
よ
り

全
員
で
「
乾
杯
！
」
を
唱
和
。

　

ビ
ル
メ
ン
業
界
発
展
の
た
め
に

尽
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
来
賓

紹
介
で
は
、
国
会
の
平
議
員
、
高

木
議
員
、
朝
日
健
太
郎
議
員
、
都

議
会
の
宇
田
川
議
員
、
山
﨑
一
輝

議
員
、
伊
藤
祥
広
議
員
が
順
次
登

壇
し
て
力
強
く
業
界
支
援
の
挨
拶

を
行
っ
た
。
ま
た
、
駆
け
付
け
た

鈴
木
章
浩
前
都
議
会
議
員
、
小
宮

あ
ん
り
前
都
議
会
議
員
も
そ
れ
ぞ

れ
挨
拶
。

　

祝
電
の
披
露
も
あ
り
、
東
京
協

会
の
鈴
木
一
三
副
会
長
の
発
声
に

合
わ
せ
、
三
本
締
め
で
終
了
と

な
っ
た
。
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員


